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家屋周りの空間線量率分布の特徴を明らかにし、家屋の線量低減係数を求めるのは帰還住民の外部被ばく

評価において重要な情報源になる。ここでは、空間線量率の連続測定が可能なγプロッターを利用し、得ら

れた家屋周囲の空間線量率分布情報を基に線量低減係数を

求めた。その結果、家屋周囲のどの地点に着目するかによっ

て、線量低減係数は有意に変化することが分かった。 
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1. はじめに 

家屋の線量低減係数は一般的に家屋内外の限られた数の

代表地点における空間線量率を測定して求められる。実際に

は家屋外の空間線量率は場所により様々に変化するため、空

間線量率の正確な分布を取得し、家屋外線源が与える放射線

場が、どのように家屋の存在により減衰するかを詳細に調査

し線量低減係数の性質を明らかにすることが望まれる。 

2. 遮蔽係数の評価 

本研究では、空間線量率の連続測定が可能なγプロッター

H(20φ×40mm, プラスチックシンチレータ)を利用し[1], [2]、

得られた家屋周囲の地上 100cm の空間線量率分布情報を基

に線量低減係数を求めた。図 1 に測定状況を示し、線量低減

係数を家屋の中心から一定の半径毎に得られたデータを用

いて求める方法にてまとめたのが表 1 である。家屋のすぐ付

近(10m 以内範囲)には、家屋真下が汚染されていない影響が

大きく、また、相対的線源強度が低い舗装面も多く、線量低

減係数が 0.55 となる。一方、家屋付近から離れると非舗装面

の占める割合が増加し、線量低減係数は 0.35 となった。 

3. 結論 γプロッターを用いて空間線量率の分布を連続的

に取得し、得られた家屋周囲の空間線量率分布情報を基に線量低減係数を求めた。その結果、家屋周囲のど

の地点に着目するかによって、線量低減係数は有意に変化することが分かった。これより、線量低減係数を

用い住民の被ばく評価を行う際は、家屋外側のどこを基準にとるかが重要であることが分かる。 
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図 1 家屋周りの空間線量率の測定状況 

表 1 家屋周りの測定状況のまとめ 

 

- 1 階*は、TCS-172 により測定した床上 
100cm の空間線量率である。 
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